
は
じ
め
に

中
国
文
学
の
豊
饒
を
も
た
ら
し
た
一
因
と
し
て
、
文
体
の
多
様
さ
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
文
体
」
と
い
う
語
は
多
義
的
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
こ

で
は
、
中
国
に
お
け
る
伝
統
的
な
分
類
で
あ
る
「
詩
」「
賦
」「
銘
」「
論
」
と
い
っ
た
文
体
名
を
指
す
。
各
文
体
の
傑
作
は
『
文
選
』
等
の
ア
ン

ソ
ロ
ジ
ー
に
収
録
さ
れ
、
各
文
体
の
特
徴
は
『
文
心
雕
龍
』
を
初
め
と
す
る
文
学
理
論
の
書
に
お
い
て
分
析
さ
れ
て
き
た
（
１
）
。
文
体
論
は
、
声
律

論
な
ど
と
並
ん
で
中
国
の
文
学
理
論
の
中
核
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
日
本
人
に
は
、
中
国
の
文
体
の
問
題
は
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
日
本
人
の
漢
文
文
体
に
対
す
る
関
心
は
、

た
と
え
ば
平
安
時
代
の
藤
原
明
衡
撰
『
本
朝
文
粋
』
に
、
賦
・
対
冊
・
銘
・
記
な
ど
の
文
体
が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る

け
れ
ど
も
、
外
国
人
で
あ
る
日
本
人
に
と
っ
て
多
様
な
文
体
を
書
き
分
け
る
た
め
に
は
相
当
な
力
量
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
贅
言
を
要
す
ま
い
。

「
賦
」
と
い
う
文
体
は
、『
文
選
』
の
巻
頭
に
置
か
れ
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
中
国
で
は
、「
詩
」
と
並
ぶ
重
要
な
文
体
で
あ
る
。『
本
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朝
文
粋
』
も
『
文
選
』
に
倣
っ
て
賦
作
品
を
巻
頭
に
置
い
て
い
る
。
日
本
人
の
「
賦
」
実
作
の
概
況
に
つ
い
て
は
、
川
口
久
雄
が
平
安
時
代
の
紀

長
谷
雄
の
賦
に
つ
い
て
論
じ
た
次
の
部
分
が
参
考
に
な
ろ
う
（
２
）
。

賦
は
本
来
し
ら
べ
を
重
視
し
、
華
麗
な
対
偶
的
表
現
に
富
み
、
も
の
づ
く
し
を
織
り
こ
ん
だ
り
し
て
修
辞
過
剰
、
様
式
偏
重
の
き
ら
い
の
あ

る
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
っ
て
、「
何
を
」
の
べ
よ
う
か
と
い
う
精
神
内
容
が
軽
ん
ぜ
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
が
、
わ
が
国
の
賦
で
は
こ
と
に
こ
の
傾

斜
が
甚
だ
し
い
よ
う
に
思
う
。
し
た
が
っ
て
内
容
と
し
て
展
開
す
る
思
想
は
貧
弱
で
あ
り
、
つ
い
に
文
学
的
な
燃
焼
に
高
ま
ら
な
い
ま
ま
に

衰
弱
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。（
中
略
）（
賦
は
そ
の
後
衰
滅
し
て
し
ま
う
が
、
江
戸
期
の
俳
諧
文
学
に
お
い
て
、
漢
文
学
の
賦
の
パ
ロ
デ
イ

と
し
て
俳
文
の
賦
が
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
生
れ
る
。
こ
の
変
容
さ
れ
た
国
語
に
よ
る
俳
諧
の
賦
に
お
い
て
か
え
っ
て
文
学
的
な
生
命
を

え
て
復
活
再
生
し
た
よ
う
に
思
う
。）

川
口
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
中
国
の
賦
は
日
本
漢
文
に
多
大
な
影
響
を
与
え
、
賦
の
属
性
で
あ
る
対
偶
的
表
現
や
も
の
づ
く
し
的
性
格
―
―
こ
れ
は

鈴
木
虎
雄
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
舗
陳
（
３
）
」
に
相
当
し
よ
う
―
―
は
日
本
漢
文
の
み
な
ら
ず
和
文
の
文
学
に
ま
で
広
く
影
響
を
与
え
た
も
の
の
、
日
本

人
に
と
っ
て
、
賦
の
実
作
に
は
相
当
の
困
難
が
伴
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
日
本
漢
文
学
の
最
高
峰
の
一
つ
で
あ
る
五
山
文
学
の
文
学
僧
の
中
に
「
賦
」
と
い
う
文
体
（
４
）
の
実
作
を
試
み
た
作
家
の
一
人
に
虎

関
師
錬
が
い
る
（
５
）
。
虎
関
師
錬
は
、
五
山
僧
の
中
で
も
傑
出
し
た
学
問
僧
の
一
人
で
あ
り
、
中
国
の
文
学
理
論
の
受
容
（
６
）

や
音
韻
研
究
（
７
）

に
つ
い
て
も

日
本
漢
文
学
史
上
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
人
物
で
あ
る
。
蔭
木
英
雄
は
虎
関
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
う
（
８
）
。

中
世
の
我
が
禅
林
を
見
渡
す
時
、
虎
関
以
前
に
す
ぐ
れ
た
詩
文
を
も
の
し
た
禅
僧
は
多
い
が
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
宋
元
の
大
陸
の
禅
林
文
学

の
延
長
の
よ
う
な
も
の
で
、
こ
れ
に
大
き
な
転
換
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
外
な
ら
ぬ
こ
の
虎
関
師
錬
で
あ
っ
た
。
何
と
な
れ
ば
、
彼
は
後
述

の
如
き
強
い
文
学
批
評
精
神
を
有
し
、
そ
の
論
は
日
本
文
学
の
中
世
的
性
格
を
具
備
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
虎
関
の
別
集
『
済
北
集
』
巻
一
の
冒
頭
に
は
、
六
篇
の
賦
が
見
ら
れ
る
。『
済
北
集
』
所
収
の
順
に
挙
げ
れ
ば
、「
盆
石
賦
」「
百
蕊
菊
賦
」

「
緑
蔭
亭
賦
」「
丈
室
焚
香
坐
賦
」「
説
老
賦
」「
文
竹
管
賦
並
序
」
で
あ
る
。



虎
関
の
賦
の
傾
向
を
概
観
す
る
た
め
に
は
、
北
村
澤
吉
の
指
摘
が
参
考
に
な
る
。
北
村
は
『
五
山
文
学
史
稿
（
９
）
』
一
四
〇
〜
一
五
四
頁
に
お
い
て
、

賦
を
含
め
た
虎
関
の
文
に
つ
い
て
論
じ
、「
盆
石
賦
」「
説
老
賦
（
10
）
」
を
挙
げ
た
あ
と
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

縦
横
奇
恣
を
写
す
は
韓
子
の
送
窮
文
を
扮
本
と
せ
る
か
、
易
々
弁
じ
去
る
は
其
の
進
学
解
に
似
た
り
。
巧
妙
の
作
と
云
ふ
べ
し
。
以
上
抄
出

せ
る
外
、
賦
の
見
る
べ
き
も
の
少
な
か
ら
ず
。
其
の
百
蕊
菊
賦
の
如
き
は
清
秀
古
雅
に
て
誦
す
べ
し
。
文
竹
管
賦
の
如
き
は
構
想
精
醇
愛
す

べ
し
。
唯
牽
強
理
に
入
ら
し
め
ん
と
す
る
は
禅
徒
の
弊
也
。

虎
関
の
賦
は
、
賦
の
伝
統
的
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
「
序
」「
本
文
」「
乱
」
と
呼
ば
れ
る
三
部
構
成
を
と
る
も
の
が
多
く
、
賦
と
し
て
の
体
裁
を
備

え
た
作
品
と
な
っ
て
い
る
。『
済
北
集
』
は
、
賦
の
ほ
か
、
表
、
祭
文
、
論
な
ど
の
文
体
の
作
品
が
収
録
さ
れ
、
虎
関
の
文
体
へ
の
関
心
の
強
さ

を
示
し
て
い
る
。

本
稿
は
、
虎
関
の
六
篇
の
賦
の
内
容
読
解
を
試
み
、
そ
の
内
容
・
形
式
の
特
徴
を
論
じ
、
虎
関
の
賦
の
傾
向
を
分
析
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

以
下
、『
済
北
集
』
所
収
の
順
に
、
虎
関
の
六
篇
の
賦
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
と
特
色
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
（
11
）
。

一
、「
盆
石
賦
」

ま
ず
、「
盆
石
賦
」
を
見
て
み
た
い
。
盆
石
観
賞
を
き
っ
か
け
に
融
通
無
碍
の
境
地
に
い
た
る
こ
と
を
説
く
内
容
で
あ
る
（
12
）
。
こ
の
作
品
は
、
賦

の
一
変
形
で
あ
る
「
設
論
」
と
呼
ば
れ
る
文
体
の
流
れ
を
引
く
も
の
で
、
北
村
が
や
は
り
「
設
論
」
の
文
体
の
流
れ
を
引
く
唐
の
韓
愈
の
「
進
学

解
」
と
の
類
似
性
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
は
正
鵠
を
射
て
い
る
。「
設
論
」
の
文
体
は
「
客
」
と
問
答
し
、「
客
」
を
論
破
す
る
こ
と
に
よ
り
、
作

者
の
論
理
の
正
し
さ
を
明
ら
か
に
す
る
筋
立
て
を
持
つ
。「
盆
石
賦
」
も
問
答
を
通
じ
て
、
世
間
の
常
識
の
枠
内
に
と
ど
ま
る
「
客
」
を
降
参
さ

せ
る
筋
立
て
と
な
っ
て
い
る
。
内
容
は
大
き
く
三
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
の
部
分
で
は
盆
石
の
愛
好
と
そ
の
理
由
を
述
べ
、
第
二
の
部
分

で
は
盆
石
愛
好
を
嘲
笑
す
る
「
客
」
に
向
か
い
盆
石
愛
好
の
意
義
を
説
き
、
第
三
の
部
分
で
は
「
客
」
を
戒
め
る
。
い
ま
、
第
二
の
部
分
を
見
る
。
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客
見
笑
而
言
、
清
則
清
矣
。
争
奈
其

何
。

応
之
曰
、
子
視
培

而
不
知
巨
岳
焉
。

夫
盆
石
之
玩
也
、
仮
于
山
水
矣
。

水
其
根

者
、
状
于
波
流
也
。
蒲
其
岩
隈
者
、
肖
于
草
木
也
。

或
瘤
松
与

梅
、
或
奇
葩
之
怪

。

寅
刷
昏
灑
之
苟
遅
時
也
、
枯
瘁
萎
病
之
煩
看
育
矣
。

廢
功
毀
業
之
不
遑
、
擲
寸
陰
於
尺
璧
。

然
失
佳
致
之
大
山
、
取
小
境
於
阜
垤
。

客
見
て
笑
い
て
言
わ
く
、
清
き
は
則
ち
清
し
。
其
の

な
る
を
争
奈
何

い

か

ん

せ
ん
。

之
に
応
え
て
曰
わ
く
、
子
は
培

を
視
て
巨
岳
を
知
ら
ず
。

夫
れ
盆
石
の
玩
や
、
山
水
に
仮
る
。

水
の
其
の
根

に
あ
る
は
、
波
流
に
状
る
。
蒲
の
其
の
岩
隈
に
あ
る
は
、
草
木
に
肖
る
。

或
い
は
瘤
松
と

梅
と
あ
り
。
或
い
は
奇
葩
怪

あ
り
。

寅
に
刷
し
昏
に
灑
ぐ
も
苟も

し
時
に
遅
る
れ
ば
、
枯
瘁
萎
病
　
看
育
に
煩
う
。

功
を
廢
し
業
を
毀
つ
に
遑
あ
ら
ず
、
寸
陰
を
尺
璧
に
擲
つ
。

然
れ
ど
も
佳
致
の
大
山
を
失
し
、
小
境
を
阜
垤
に
取
る
。



「
客
」
は
虎
関
の
盆
石
愛
好
を
嘲
笑
し
、「

な
る
を
争
奈
何
せ
ん
」
と
言
う
。
こ
れ
は
本
物
の
植
物
が
繁
茂
し
て
い
な
い
盆
石
を
愛
好
す
る
こ

と
に
対
す
る
嘲
弄
で
あ
る
。「

」
の
語
を
、
僧
侶
が
禿
髮
で
あ
る
こ
と
に
も
引
っ
か
け
て
い
る
と
見
る
の
は
穿
ち
す
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。
虎
関
は
、

「
客
」
の
好
む
実
物
の
山
水
は
小
土
丘
に
過
ぎ
ず
、
自
分
の
好
む
盆
石
こ
そ
む
し
ろ
巨
岳
の
姿
に
似
通
う
も
の
で
あ
る
と
反
論
す
る
。「
或
瘤
松
」

か
ら
「
阜
垤
」
ま
で
の
部
分
は
、
実
物
大
の
植
物
は
手
入
れ
が
煩
わ
し
い
こ
と
を
述
べ
る
も
の
で
、
盆
石
の
観
賞
が
本
物
の
植
物
の
観
賞
に
勝
る

と
す
る
命
題
を
立
証
す
る
た
め
の
布
石
で
あ
る
。

続
く
、
盆
石
の
形
状
を
詠
ず
る
部
分
は
こ
の
賦
の
最
大
の
見
ど
こ
ろ
で
あ
る
。。

今
此
石
之
高
数
寸
、
盆
之
広
盈
尺
。

海

之
形
状
不
乏
。

碧
峰
入
雲
而
鬟
束
者
有
之
。
青
屏
涵
水
而
壁
立
者
有
之
。

岩
洞
若

而
可
隠
神
仙
者
有
之
。
磯
崎
平
延
而
可
釣
魚
鼈
者
有
之
。

径
路
狭
窄
而
纔
樵
蘇
之
可
通
者
有
之
。
湫
池
冱
陰
而
似
龍
蛇
之
可
蟄
者
有
之
。

我
避
培

之
雑
穢
、
省
看
養
之
苦
役
。

玩
此
具
体
之
微
、
又
不
宜
乎
。

子
之
嫌

者
其
阜
垤
乎
、
予
之
不
嫌
者
其
絶
岳
乎
。

我
又
随
時
拈
一
枝
花
、
或
植
峰
者
或
挿
壑
者
。

卉
木
之
更
継
、
朝
開
而
暮
落
。

四
序
之
艶
景
、
千
変
而
万
易
。

因
此
而
言
、
不
必

、
又
非
不

矣
。
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今
此
の
石
の
高
き
こ
と
数
寸
、
盆
の
広
き
こ
と
尺
に
盈
つ
。

海

の
形
状
乏
し
か
ら
ず
。

碧
峰
雲
に
入
り
て
鬟
束
す
る
者
之
有
り
。
青
屏
水
に
涵ひ

た

し
て
壁
立
す
る
も
の
者
之
有
り
。

岩
洞
け
ず

る
が
若
く
し
て
而
し
て
神
仙
を
隠
す
べ
き
者
之
有
り
。

磯
崎
平
延
に
し
て
而
う
し
て
魚
鼈
を
釣
る
べ
き
者
之
有
り
。

径
路
狭
窄
に
し
て
而
し
て
纔
か
に
樵
蘇
の
通
す
べ
き
者
之
有
り
。

湫
池
冱
陰
に
し
て
而
し
て
龍
蛇
の
蟄
す
べ
き
に
似
た
る
者
之
有
り
。

我
培

の
雑
穢
を
避
け
、
看
養
の
苦
役
を
省
く
。

此
の
具
体
の
微
を
玩
ぶ
、
又
宜
し
か
ら
ざ
る
や
。

子
の

を
嫌
う
者
は
其
れ
阜
垤
か
、
予
の
嫌
わ
ざ
る
者
は
其
れ
絶
岳
か
。

我
又
た
時
に
随
い
て
一
枝
の
花
を
拈
り
、
或
い
は
峰
に
植
え
或
い
は
壑
に
挿
す
。

卉
木

更
こ
も
ご
も

継
ぎ
、
朝
に
開
き
暮
に
落
つ
。

四
序
の
艶
景
、
千
変
し
万
易
す
。

此
に
因
り
て
言
え
ば
、
必
ず
し
も

な
ら
ず
、
又

な
ら
ざ
る
に
非
ず
。

盆
石
の
形
状
が
「
巨
岳
」
の
形
状
に
通
じ
る
こ
と
を
説
く
た
め
に
、
盆
石
の
形
状
を
委
曲
を
尽
く
し
て
描
写
し
て
い
る
。
こ
の
部
分
の
壮
大
華

麗
な
筆
致
は
、
た
と
え
ば
司
馬
相
如
「
上
林
賦
」
な
ど
に
見
ら
れ
る
筆
致
を
想
起
さ
せ
る
。
盆
石
と
い
う
小
さ
な
も
の
か
ら
壮
大
な
イ
マ
ジ
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
広
げ
る
観
念
操
作
の
楽
し
さ
が
生
き
生
き
と
伝
わ
っ
て
く
る
。
物
を
別
の
物
に
見
立
て
て
喜
ぶ
発
想
は
稚
気
溢
る
る
も
の
で
は
あ
る
け



れ
ど
も
、
華
麗
な
言
葉
を
連
ね
た
堂
々
た
る
書
き
方
に
は
、
読
者
に
強
く
訴
え
か
け
る
迫
力
が
あ
る
。
ま
た
、「
客
」
の
好
む
山
水
と
は
実
は
小

さ
な
土
丘
に
過
ぎ
な
い
と
言
い
、
自
分
の
好
む
小
さ
な
盆
石
こ
そ
が
「
絶
岳
」
に
通
じ
る
の
で
あ
る
と
言
う
、
物
の
見
方
の
百
八
十
度
の
転
換
は
、

既
成
観
念
に
凝
り
固
ま
っ
た
俗
人
に
頂
門
の
一
針
を
与
え
る
効
果
が
あ
る
。
こ
の
物
の
見
方
の
転
換
に
よ
る
既
成
観
念
か
ら
の
脱
却
の
痛
快
さ
こ

そ
こ
の
賦
の
眼
目
で
あ
る
。

ま
た
、
盆
石
に
植
物
を
挿
せ
ば
、
四
季
の
景
色
を
演
出
し
て
楽
し
む
こ
と
が
出
来
る
の
で
、
盆
石
が
「

」
か
ど
う
か
は
決
め
よ
う
が
な
い
と

も
述
べ
る
。
こ
こ
ま
で
、
多
方
向
か
ら
の
論
理
を
畳
み
か
け
、「

」
と
い
う
要
素
に
拘
っ
た
「
客
」
の
見
識
の
狭
さ
を
完
全
に
論
破
し
て
い
る
。

さ
ら
に
次
の
部
分
で
は
、
盆
石
と
い
う
「
小
さ
な
も
の
」
を
テ
ー
マ
に
選
ん
だ
意
義
が
最
大
限
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
。

又
此
盆
石
、
子
為
大
乎
、
為
小
乎
。

我
吹
水
而
鼓
起
四
海
之
洪
濤
、
潟
峰
而
垂
下
九
天
之
飛
瀑
。

洗
石
者
整
頓
乾
坤
、
換
水
者
掀
翻
溟
渤
。

是
物
之
変
而
我
之
常
也
、
夫
物
之
小
大
未
定
矣
。

蚊
睫
者

螟
之
野
也
、
蝸
角
者
蛮
触
之
国
也
。

赤
県
者
軽
于
許
由
之
瓢
也
、
蓬
壺
者
殆
于
龍
伯
之
竹
也
。

子
以
為
如
何
也
。

又
た
此
の
盆
石
、
子
大
と
為
す
や
、
小
と
為
す
や
。

我

水
を
吹
け
ば
四
海
の
洪
濤
を
鼓
起
し
、
峰
に
瀉
げ
ば
九
天
の
飛
瀑
を
垂
下
す
。

石
を
洗
え
ば
乾
坤
を
整
頓
し
、
水
を
換
う
れ
ば
溟
渤
を
掀
翻
す
。
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是
れ
物
の
変
に
し
て
我
の
常
な
り
、
夫
れ
物
の
小
大

未
だ
定
ま
ら
ず
。

蚊
睫
は

螟
の
野
に
し
て
、
蝸
角
は
蛮
触
の
国
な
り
。

赤
県
は
許
由
の
瓢
よ
り
軽
く
、
蓬
壺
は
龍
伯
の
竹
よ
り
も
殆
し
。

子
以
為
ら
く
如
何
。

盆
石
の
手
入
れ
は
、
盆
石
の
側
か
ら
見
た
な
ら
ば
、
世
界
を
動
か
す
こ
と
な
の
だ
と
い
う
発
想
の
転
換
に
よ
り
、
物
の
見
方
は
、
自
分
の
気
持

ち
一
つ
で
い
か
よ
う
に
も
変
わ
る
こ
と
を
説
く
。
自
分
自
身
が
「
常
」
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
け
ば
、
物
の
見
方
を
変
え
て
楽
し
む
余
裕
が
出
来

る
こ
と
を
述
べ
る
こ
の
部
分
に
は
、
物
の
見
た
目
に
惑
わ
さ
れ
が
ち
な
俗
人
の
耳
目
を
一
新
す
る
鋭
さ
が
あ
る
。

大
き
さ
に
絶
対
の
基
準
は
な
い
と
い
う
こ
と
の
根
拠
を
、
蚊
の
睫
も

螟
と
い
う
虫
に
と
っ
て
み
れ
ば
大
き
い
こ
と
、
蝸
角
の
上
で
蛮
氏
と
触

氏
が
争
う
こ
と
、
許
由
が
天
下
を
譲
ら
れ
る
の
を
辞
退
し
、
さ
ら
に
瓢
さ
え
も
煩
し
い
と
捨
て
た
こ
と
、
蓬
壺
（
＝
蓬
忠
）
も
龍
伯
国
の
巨
人
か

ら
見
れ
ば
ち
っ
ぽ
け
な
も
の
で
あ
る
こ
と
、
と
よ
く
知
ら
れ
た
典
故
を
並
べ
て
説
明
す
る
。
こ
こ
ま
で
の
粘
り
強
い
漸
増
的
な
叙
述
に
よ
り
、
小

さ
な
盆
石
を
観
賞
す
る
行
為
は
観
念
的
な
意
義
を
持
つ
も
の
に
変
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

第
三
の
部
分
は
、「
客
」
が
虎
関
の
論
に
降
参
し
た
後
の
対
話
で
あ
る
。

客
避
席
而
拱
言
。

視
茲
石
清
我
目
、
入
茲
室
清
我
識
。

乃
知
事
非
事
而
弘
我
之
多
、
物
非
物
而
益
我
之
博
也
。

予
曰
、
子
只
知
清
子
之
目
識
、
未
知
予
之
清
目
識
、
子
還
坐
少
善
学
乎
。

客
如
言
。
然
而
盆
不
浪
石
不
動
。
客
無
言
。
予
亦
黙
。



頃
刻
而
客
不
辞
而
出
。

客
席
を
避
け
て
拱
き
て
言
う
。

茲
の
石
を
視
て
我
が
目
を
清
め
、
茲
の
室
に
入
り
て
我
が
識
を
清
む
。

乃
ち
知
る
事
の
事
に
非
ず
し
て
我
を
弘
む
る
こ
と
の
多
く
、
物
の
物
に
非
ず
し
て
我
に
益
す
る
こ
と
の
博
き
を
。

予
曰
く
、
子

只
だ
子
の
目
識
を
清
む
る
を
知
る
の
み
、
未
だ
予
の
目
識
を
清
む
る
を
知
ら
ず
、
子

還
坐
す
る
も
善
く
学
ぶ
こ
と
少
な
き

か
と
。

客
言
う
が
如
し
。
然
し
て
盆
浪
だ
た
ず
石
動
か
ず
。
客
言
無
し
。
予
亦
た
黙
す
。
頃
刻
に
し
て
客
辞
せ
ず
し
て
出
づ
。

「
客
」
が
虎
関
の
お
陰
で
「
目
」
と
「
識
」
と
を
清
め
た
と
感
謝
す
る
の
に
対
し
、
ま
だ
自
分
と
同
じ
境
地
に
は
達
し
て
い
な
い
と
戒
め
、
真

実
を
追
求
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
示
す
。
先
ほ
ど
ま
で
あ
れ
ほ
ど
華
麗
に
描
か
れ
て
い
た
盆
石
が
今
や
「
盆
浪
だ
た
ず
石
動
か
ず
」
と
描
か
れ
る

部
分
は
、
物
の
見
方
は
自
分
の
心
次
第
で
あ
る
と
い
う
テ
ー
マ
を
読
者
に
鮮
明
に
印
象
づ
け
る
効
果
が
あ
る
。

こ
の
賦
は
、
論
理
を
漸
増
的
に
発
展
さ
せ
、
相
手
を
粘
り
強
く
説
得
し
よ
う
と
す
る
点
に
見
ど
こ
ろ
が
あ
る
。
一
般
に
「
設
論
」
の
文
体
の
作

品
に
は
こ
の
傾
向
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
虎
関
は
他
の
賦
で
も
好
ん
で
こ
の
粘
り
強
く
説
く
手
法
を
用
い
て
い
る
。
こ
の
手
法

は
虎
関
の
賦
の
特
色
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
作
品
の
叙
述
法
は
、
中
国
の
戦
国
時
代
の
問
答
体
の
賦
の
流
れ
を
引
く
「
設
論
」
の
文
体
の
影
響
を
受
け
、
論
理
性
に
優
れ
る
。
い
っ
ぽ

う
、
盆
石
の
美
し
さ
に
つ
い
て
語
る
部
分
に
は
、
漢
賦
の
影
響
を
窺
わ
せ
る
壮
大
華
麗
な
描
写
を
も
交
え
て
い
る
。
こ
の
作
品
か
ら
は
、
虎
関
が

中
国
の
歴
代
の
賦
の
叙
述
法
を
吸
収
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

―169―

虎関師錬の賦をめぐって



―170―

日本漢文学研究２

二
、「
百
蕊
菊
賦
」

続
い
て
、「
百
蕊
菊
賦
」
を
取
り
上
げ
た
い
。
こ
の
賦
は
漢
か
ら
魏
晋
の
詠
物
の
賦
・
魏
晋
の
抒
情
小
賦
の
影
響
を
強
く
受
け
た
作
品
で
、
虎

関
の
六
篇
の
賦
の
中
で
最
も
抒
情
性
の
強
い
作
品
で
あ
る
。
散
文
の
序
、「
兮
」
字
を
用
い
た
楚
辞
風
の
韻
文
部
分
、
ま
と
め
の
部
分
で
あ
る

「
乱
」
か
ら
成
り
、
伝
統
的
な
賦
の
三
部
構
成
の
形
式
を
備
え
て
い
る
。

「
菊
」
を
詠
っ
た
先
行
の
賦
作
品
に
は
『
文
苑
英
華
』「
草
木
」
の
部
立
て
に
収
め
る
唐
・
楊
炯
「
庭
菊
賦
」（
巻
一
四
九
）
が
あ
る
。
ま
た
、

花
の
蕊
に
着
目
し
て
詠
っ
た
先
行
の
賦
作
品
に
は
同
じ
く
『
文
苑
英
華
』「
草
木
」
の
部
立
て
に
収
め
る
唐
・
蕭
穎
士
「
蓮
蕊
散
賦
」（
巻
一
四
八
）

が
あ
る
。

序
も
対
句
を
駆
使
し
た
格
調
高
い
文
章
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
は
そ
の
梗
概
の
み
を
紹
介
す
る
。
錬
子
（
＝
虎
関
）
は
、
童
子
が
持
っ
て

来
た
百
蕊
菊
を
見
て
、「
非
常
之
姿
」
を
抱
き
な
が
ら
、
富
貴
の
家
で
な
く
粗
末
な
住
ま
い
に
生
え
た
こ
と
を
嘆
く
。
童
子
は
こ
れ
に
対
し
、
富

貴
の
家
に
生
ま
れ
て
容
色
を
ほ
ん
の
一
時
愛
で
ら
れ
る
よ
り
も
、
師
に
よ
っ
て
徳
を
詠
わ
れ
る
ほ
う
が
百
蕊
菊
に
と
っ
て
幸
せ
で
あ
る
と
言
い
、

百
蕊
菊
を
詠
ず
る
こ
と
を
懇
願
す
る
。

続
く
本
文
部
分
で
は
、
百
蕊
菊
の
美
点
を
次
の
よ
う
に
讃
え
る
。
句
法
は
、
助
字
を
中
間
に
挟
み
、
句
末
に
「
兮
」
字
を
用
い
る
、
楚
辞
風
の

句
を
多
用
す
る
。

商
気
之
蕭
瑟
兮
、
草
木
之
変
衰
。

雲
悠
揚
而
放
意
兮
、
風
凛
厳
而

肌
。

於
是
乎
有
君
子
之
花
者
。

協
重
九
之
正
律
兮
、
開
過
百
之
偉

。



農
（
典
）
墳
言
養
性
而
為
上
兮
、
礼
経
志
節
候
而
不
差
。

階
聯
銀
盆
繍
毬
兮
、
庭
堆
疊
羅
垂
糸
。

欲
聞
玉
鈴
於
未
響
兮
、
可
慶
金
銭
之
不
貲
。

膩
粉
粘
徴
士
之
指
介
兮
、
落
英
綴
放
臣
之
唇
皮
。

商
気
蕭
瑟
と
し
て
、
草
木
変
衰
す
。

雲
は
悠
揚
と
し
て
意
を
放
ち
、
風
は
凛
厳
と
し
て
肌
にい
し
ば
り
う
つ
。

是
に
於
て
か
君
子
の
花
な
る
者
有
り
。

重
九
の
正
律
に
協
い
、
過
百
の
偉

を
開
く
。

農
（
典
）
墳
の
言
に
性
を
養
う
を
上
と
為
し
、
礼
経
の
志
候
を
節
し
て
差
わ
ず
。

階
き
ざ
は
しに
銀
盆
繍
毬
を
聯
ね
、
庭
に
疊
羅
垂
糸
を
堆
く
す
。

玉
鈴
を
未
だ
響
か
ざ
る
に
聞
か
ん
と
欲
す
、
慶
ぶ
べ
し
金
銭
の
貲

た
か
ら
と
せ
ざ
る
を
。

膩
粉
徴
士
の
指
介
に
粘ね

ば

り
、
落
英

放
臣
の
唇
皮
に
綴
る
。

百
蕊
菊
に
つ
い
て
、
寒
さ
が
厳
し
く
な
っ
て
初
め
て
咲
く
点
、
儒
家
の
経
典
に
叶
う
精
神
性
を
備
え
た
点
を
高
く
評
価
す
る
。
金
色
の
美
し
さ

を
持
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
そ
の
「
金
」
は
金
銭
的
価
値
に
関
わ
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
喜
ぶ
部
分
に
は
、
外
見
的
な
美
の
価
値
を
あ
る
が
ま
ま
に

評
価
し
つ
つ
も
、
そ
れ
に
精
神
的
な
価
値
を
融
合
さ
せ
よ
う
と
す
る
思
想
が
見
ら
れ
る
。
抒
情
的
な
筆
致
は
、
た
と
え
ば
西
晋
の
潘
岳
「
秋
興
賦
」

の
よ
う
な
魏
晋
の
抒
情
小
賦
に
見
ら
れ
る
筆
致
に
似
通
う
。

こ
の
後
、
菊
い
っ
ぱ
ん
の
美
点
を
挙
げ
つ
つ
も
「
然
皆
是
常
菊
之
有
、
而
不
取
于
茲
焉
」
と
言
い
、
百
蕊
菊
独
自
の
美
点
を
詠
い
始
め
る
。
ま
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ず
先
に
菊
い
っ
ぱ
ん
の
美
点
を
詠
い
尽
く
し
て
お
い
て
、
そ
の
後
に
菊
の
う
ち
の
「
非
常
者
」
で
あ
る
百
蕊
菊
の
美
点
を
詠
う
と
い
う
二
段
階
の

叙
述
法
は
百
蕊
菊
の
美
点
を
読
者
に
強
く
印
象
づ
け
る
効
果
が
あ
る
。「
盆
石
賦
」
に
見
ら
れ
た
漸
増
的
叙
述
法
が
こ
こ
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

此
非
常
者
、

一
蔕
百
蕊
兮
衆
弁
囲
、
浅
深
色
兮
先
後
披
。

始
黄
中
白
而
終
紫
兮
、
千
態
万
度
萃
一
時
。

彼
百
葉
桃
千
葉
蓮
兮
、
只
弁
多
而
蕊
希
。

多
弁
衒
艶
媚
兮
、
多
蕊
盛
徳
儀
。

范
史
二
譜
不
能
載
兮
、
陸
蘇
両
賦
豈
得

。

花
卉

郁
兮
。

此
の
非
常
の
者
、

一
蔕
百
蕊
に
し
て
衆
弁
囲
み
、
浅
深
の
色
先
後
に
披ひ

ら

く
。

始
め
は
黄
中
は
白
終
り
は
紫
、
千
態
万
度
一
時
に
萃

あ
つ
ま
る
。

彼
の
百
葉
の
桃
千
葉
の
蓮
は
、
只
だ
弁
の
み
多
く
し
て
蕊
希
し
。

多
弁
艶
媚
を
衒
い
、
多
蕊
徳
儀
を
盛
ん
に
す
。

范
史
の
二
譜
載
す
る
能
わ
ず
、
陸
蘇
の
両
賦
豈
に
し

く
を
得
ん
や
。

花
卉

郁
た
り
。



百
蕊
菊
を
「
百
葉
桃
」「
千
葉
蓮
」
と
比
較
し
て
、
内
に
蕊
を
隠
す
点
を
称
え
る
。
蕊
を
人
間
の
内
面
の
徳
に
見
立
て
た
と
こ
ろ
が
面
白
い
。

し
か
も
、
か
り
に
「
千
葉
蓮
」
が
『
楞
厳
経
』
巻
一
に
見
え
る
「
千
葉
宝
蓮
」
を
指
す
の
だ
と
し
た
ら
、
百
葉
菊
を
仏
典
に
見
え
る
も
の
よ
り
高

く
評
価
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
、
仏
典
に
見
え
る
も
の
の
み
を
か
た
く
な
に
称
揚
す
る
の
で
な
い
、
虎
関
の
胸
襟
の
広
さ
が
窺
え
る
。

「
徳
」
は
儒
家
思
想
の
重
要
な
概
念
の
一
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
儒
家
思
想
に
は
、「
文
質
彬
彬
」
と
い
う
語
が
示
す
よ
う
に
、
外
面
の
美
と
内

面
の
美
の
両
立
に
意
義
を
見
い
だ
す
考
え
方
が
あ
る
。
外
面
の
美
と
内
面
の
美
を
ふ
ん
だ
ん
に
備
え
た
百
蕊
菊
は
、
儒
家
思
想
の
「
文
質
彬
彬
」

の
考
え
方
に
叶
う
も
の
で
あ
る
。
い
っ
ぽ
う
、
無
数
の
も
の
が
集
ま
っ
て
溢
れ
ん
ば
か
り
の
パ
ワ
ー
を
放
出
す
る
姿
は
、
仏
教
の
曼
荼
羅
的
な
世

界
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
植
物
の
「
蕊
」
を
詠
ず
る
部
分
に
、
儒
家
思
想
と
仏
教
思
想
が
包
括
的
に
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

続
い
て
「
乱
」
の
部
分
で
は
、
百
蕊
菊
の
素
晴
ら
し
さ
を
歌
い
上
げ
る
。

未
（
末
）
有
若
奇
乱
曰
、

智
者
心
贍
愚
者
匱
兮
、
庸
人
気
寡
貴
人
熾
兮
。

心
贍
智
気
熾
貴
兮
、
蕊
花
心
香
花
気
兮
。

百
蕊
心
多
花
中
智
兮
、
百
蕊
香
多
菊
中
貴
兮
。

一
蕊
菊
寿
百
歳
兮
、

百
蕊
菊
定
万
歳
兮
。

未
（
末
）
に
若
の
奇
乱
有
り
て
曰
く
、

智
者
心
贍ゆ

た

か
に
し
て
愚
者
は
匱と

ぼ

し
、
庸
人
気
寡
く
し
て

貴
人
熾
ん
な
り
。

心
智
贍
か
な
り
気
貴
熾
ん
な
り
、
蕊
は
花
の
心
な
り
香
は
花
の
気
な
り
。
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百
蕊
の
心
花
中
の
智
多
く
、
百
蕊
の
香
菊
中
の
貴
多
し
。

一
蕊
菊
を

ら
わ
ば
寿
百
歳
な
り
、
百
蕊
菊
を

ら
わ
ば
定
め
て
万
歳
な
ら
ん
。

「
奇
乱
」
の
語
は
意
味
が
通
じ
に
く
い
け
れ
ど
も
、「
乱
」（
＝
楚
辞
の
ま
と
め
の
部
分
）
か
ら
虎
関
が
作
っ
た
造
語
と
解
し
て
お
く
。
句
中
対

の
多
用
に
よ
り
短
い
字
数
の
中
に
深
い
内
容
を
込
め
て
い
る
。
心
豊
か
な
智
者
、
気
盛
ん
な
貴
人
の
イ
メ
ー
ジ
に
百
蕊
菊
を
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
さ

せ
、
さ
ら
に
蕊
を
花
の
心
、
香
を
花
の
気
に
見
立
て
る
発
想
は
奇
抜
で
あ
る
。
物
体
に
観
念
的
要
素
を
付
与
し
て
楽
し
む
知
性
と
、
楚
辞
以
来
の

菊
の
高
潔
な
イ
メ
ー
ジ
が
相
俟
っ
て
、
こ
の
「
乱
」
を
格
調
高
い
も
の
に
し
て
い
る
。

「
百
蕊
菊
賦
」
は
、
テ
ー
マ
に
つ
い
て
言
う
と
漢
か
ら
魏
晋
の
詠
物
賦
の
流
れ
を
引
き
、
全
体
の
格
調
に
つ
い
て
言
う
と
魏
晋
の
抒
情
小
賦
の

流
れ
を
引
く
作
品
で
あ
る
。
い
っ
ぱ
ん
に
詠
物
賦
は
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
打
ち
出
す
の
が
難
し
い
け
れ
ど
も
、
こ
の
賦
は
百
蕊
菊
の
無
数
の
蕊
と

そ
れ
ら
が
放
つ
香
り
を
人
間
の
内
に
隠
さ
れ
た
智
や
気
に
見
立
て
る
こ
と
で
、
菊
と
い
う
物
体
に
観
念
的
な
要
素
を
与
え
て
い
る
。
楚
辞
に
伝
統

的
に
詠
わ
れ
て
き
た
菊
の
高
潔
な
イ
メ
ー
ジ
を
基
調
と
し
つ
つ
も
、
百
蕊
に
自
分
な
り
の
見
方
を
付
与
し
て
い
る
点
で
、
伝
統
の
上
に
個
性
を
開

花
さ
せ
た
意
欲
的
な
作
品
で
あ
る
。
悲
憤
憂
愁
の
文
学
で
あ
る
楚
辞
の
ト
ー
ン
と
、
禅
僧
の
知
性
と
が
不
思
議
と
調
和
を
成
し
て
い
る
。
前
述
し

た
虎
関
の
粘
り
強
い
漸
増
的
な
叙
述
法
が
、
こ
の
調
和
を
可
能
に
す
る
一
助
と
な
っ
て
い
る
。

三
、「
緑
蔭
亭
賦
」

次
に
「
緑
蔭
亭
賦
」
を
見
て
み
た
い
。
緑
蔭
の
避
暑
が
自
然
の
摂
理
に
叶
う
こ
と
を
詠
う
内
容
で
、
他
の
賦
と
同
じ
く
、
物
の
見
方
の
転
換
に

面
白
さ
が
あ
る
。
二
部
構
成
で
、
議
論
を
主
体
と
す
る
本
文
と
抒
情
的
な
「
歌
」
か
ら
成
る
。
議
論
を
主
体
と
し
、
勢
い
の
あ
る
文
章
で
あ
る
。

こ
の
賦
は
、
鈴
木
虎
雄
が
分
類
す
る
「
文
賦
」
の
系
統
に
属
す
る
だ
ろ
う
。
鈴
木
は
、『
賦
史
大
要
』
第
六
篇
「
文
賦
時
代
」
二
七
五
〜
二
七
六



頁
で
「
文
賦
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

此
の
「
散
文
的
気
勢
の
有
無
」
は
以
て
其
の
文
賦
た
る
や
否
や
を
決
定
す
る
標
準
な
り
と
考
ふ
。
又
、
其
の
内
容
に
つ
き
て
は
、
漢
賦
は
諷

諭
と
い
ふ
こ
と
に
拘
泥
し
た
る
も
、
文
賦
に
在
り
て
は
之
に
拘
泥
せ
ず
、
随
意
に
自
己
の
主
旨
を
立
つ
る
を
妨
げ
ざ
る
も
の
た
り
。

「
緑
蔭
亭
賦
」
は
議
論
を
主
体
と
し
な
が
ら
、
随
意
に
抒
情
を
交
え
、
軽
妙
洒
脱
な
作
品
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。
こ
の
筆
致
は
、
北
宋
の
蘇
軾

「
前
赤
壁
賦
」
に
似
通
う
。
鈴
木
は
同
書
二
七
五
頁
で
「
余
は
文
賦
の
内
容
は
議
論
の
み
な
ら
ず
、
叙
景
・
叙
事
・
叙
情
、
皆
妨
げ
な
し
と
考
ふ

る
も
の
な
り
」
と
も
言
う
。「
緑
蔭
亭
賦
」
は
ま
さ
に
鈴
木
の
言
う
文
賦
の
特
徴
を
備
え
た
作
品
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

冒
頭
部
分
で
は
、
ま
ず
夏
の
暑
さ
に
苦
し
む
こ
と
を
述
べ
る
。
続
い
て
、
富
貴
の
家
は
夏
に
台
を
建
て
泉
池
を
作
っ
て
避
暑
を
す
る
が
、
自
分

は
数
本
の
木
の
蔭
の
動
き
に
合
わ
せ
て
丸
椅
子
を
動
か
し
、
こ
れ
を
「
緑
蔭
亭
」
と
呼
ん
で
い
る
、
と
言
う
。

世
豪
富
逢
夏
時
、
高
台

鑿
泉
池
、
而
為
避
暑
之
嬉
。

錬
子
之
窶
也
、
水

無
資
焉
。

憩
両
三
株
之
樹

、
扁
緑
蔭
亭
而
詑
詑
焉
。

畜
数
个
之
団

、
客
来
揖
坐
而
相
怡
。

日
之
昇
也

西
移
、
其
傾
也
東
移
、
其
中
也
根
移
、
皆
適
宜
矣
。

世
の
豪
富

夏
時
に
逢
う
や
、
台

を
高
く
し
泉
池
を
鑿
ち
、
而
し
て
避
暑
の
嬉
し
み
を
為
す
。

錬
子
の
窶
し
き
や
、
水

に
資
無
し
。

両
三
株
の
樹

に
憩
い
、
緑
蔭
亭
と
扁
し
て
詑
詑
た
り
。

数
个
の
団

を
畜
え
、
客
来
た
れ
ば
揖
坐
し
て
相
怡
ぶ
。
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日
の
昇
る
や

西
に
移
し
、
其
れ
傾
く
や
東
に
移
し
、
其
れ
中
な
る
や
根
に
移
す
、
皆
宜
し
き
に
適
う
。

修
辞
を
廃
し
た
素
朴
な
筆
致
で
、
木
陰
に
宿
る
楽
し
さ
を
詠
う
。「
詑
詑
」
は
「

」
の
意
に
解
し
て
お
く
。『
孟
子
』
告
子
下
の
「

、

予
既
已
知
之
矣
」
に
基
づ
く
語
で
、
得
意
の
さ
ま
。
た
だ
の
木
陰
を
「
緑
陰
亭
」
と
名
づ
け
て
得
意
に
な
っ
て
い
る
自
分
を
諧
謔
的
に
表
現
す
る

語
だ
け
れ
ど
も
、
こ
の
語
に
こ
そ
虎
関
の
自
負
が
込
め
ら
れ
て
い
よ
う
。

客
笑
曰
、
此
亭
何
不
間
架
乎
。

錬
子
曰
、
亭
之
有
間
架
也
必
破
矣
、
亭
之
無
間
架
也
終
不
破
矣
。

夫
有
地
者
有
植
物
焉
、
有
植
物
者
又
有
蔭
焉
。

我
之
亭
豈
有
破
乎
。

客
笑
い
て
曰
く
、
此
の
亭
何
ぞ
間
架
せ
ざ
る
や
と
。

錬
子
曰
く
、
亭

間
架
有
れ
ば
必
ず
破
れ
ん
、
亭

間
架
無
く
ん
ば
終
に
破
れ
ず
。

夫
れ
地
有
れ
ば
植
物
有
り
、
植
物
有
れ
ば
又
た
蔭
有
り
。

我
の
亭

豈
に
破
る
る
こ
と
有
ら
ん
や
。

「
客
」
は
緑
蔭
亭
に
「
亭
」
と
し
て
の
結
構
を
備
え
な
い
の
は
な
ぜ
か
と
か
ら
か
う
。
虎
関
は
、
地
に
植
物
が
生
え
、
植
物
に
蔭
が
生
じ
る
自

然
の
摂
理
を
挙
げ
る
と
同
時
に
、「
亭
」
と
し
て
の
結
構
を
備
え
な
い
か
ら
こ
そ
永
遠
に
破
れ
ず
に
「
亭
」
で
あ
り
続
け
る
と
い
う
、
逆
説
的
な

論
理
で
対
抗
す
る
。



客
曰
、
美
哉
緑
蔭
乎
。

夫
春
樹
多
花
而
少
葉
、
秋
冬
無
葉
而
空
枝
。

唯
夏
木
葉
祁
祁
、
造
物
者
有
意
思
乎
。

錬
子
曰
、
爾
当
熾
陽
之
炎
赫
、
苦
乾
坤
之
甑
炊
。

於
是
時
也
彼
泉
台
之
池

、
無
樹
蔭
則
涼
気
微
矣
。

有
樹
蔭
則
無
泉
池
而
涼
気
滋
矣
、
是
我
亭
之
愈
于
泉
池
。

若
又
春
秋
之
木
有
葉
、
夏
天
之
木
無
葉
、
大
地
之
蒼
生
争
奈
於

渇
。

是
造
物
意
思
之
切
者
也
、
故
我
之
亭
者
取
于
造
物
矣
。

造
物
之
亭
者
天
下
之
亭
也
、
天
下
之
亭
者
無
破
滅
矣
。

客
曰
く
、
美
な
る
か
な
緑
蔭
や
。

夫
れ
春
樹
は
花
多
く
し
て
葉
少
な
く
、
秋
冬
は
葉
無
く
し
て
枝
を
空
し
う
す
。

唯
だ
夏
木
の
み
葉
祁
祁
た
り
、
造
物
者

意
思
有
る
か
。

錬
子
曰
く
、
爾
熾
陽
の
炎
赫
た
る
に
当
た
り
、
乾
坤
の
甑
炊
に
苦
し
む
。

是
の
時
に
於
て
彼
の
泉
台
の
池

、
樹
蔭
無
く
ん
ば
則
ち
涼
気
微
か
な
り
。

樹
蔭
有
れ
ば
則
ち
泉
池
無
く
し
て
涼
気
滋
し
、
是
れ
我
が
亭
の
泉
池
に
愈
れ
る
な
り
。

若
し
又
た
春
秋
の
木
に
葉
有
り
て
、
夏
天
の
木
に
葉
な
く
ん
ば
、
大
地
の
蒼
生

渇
を
争
奈
せ
ん
。

是
れ
造
物
の
意
思
の
切
な
る
者
な
り
。
故
に
我
の
亭
は
造
物
を
取
る
。
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造
物
の
亭
は
天
下
の
亭
な
り
、
天
下
の
亭
は
破
滅
す
る
無
し
。

緑
陰
の
避
暑
は
、
夏
に
緑
葉
を
茂
ら
せ
る
造
物
主
の
心
に
叶
う
行
為
な
の
で
あ
る
と
述
べ
る
部
分
に
は
、
人
為
を
排
し
無
為
を
尊
ぶ
老
莊
思
想

と
、
自
然
の
摂
理
を
あ
る
が
ま
ま
に
受
け
入
れ
る
仏
教
思
想
が
包
括
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

最
後
に
、
客
の
た
め
に
作
る
「
歌
」
に
お
い
て
、「
夏
之
葉
」
の
価
値
を
次
の
よ
う
に
讃
え
る
。

因
而
為
客
歌
曰
、

春
之
葉
兮
圧
于
花
、
秋
之
葉
兮
衒
于
色
。

共
牽
兮
奢
倹
、
其
中
兮
不
得
。

只
夏
之
葉
兮
拯
人
急
、
故
我
亭
兮
葉
正
質
。

因
り
て
客
の
為
に
歌
い
て
曰
く
、

春
の
葉
や
花
を
圧
し
、
秋
の
葉
や
色
を
衒
う
。

共
に
奢
倹
を
牽
く
に
、
其
の
中
を
得
ず
。

只
だ
夏
の
葉
の
み
人
の
急
を
拯
う
、
故
に
我
が
亭

葉
質
を
正
し
う
す
。

花
の
添
え
物
と
な
る
「
春
之
葉
」
や
色
の
美
し
い
「
秋
之
葉
」
よ
り
も
、「
夏
葉
」
の
「
質
」
こ
そ
評
価
に
値
す
る
と
述
べ
る
こ
の
部
分
に
は
、

外
見
の
美
し
さ
を
誇
る
も
の
に
目
を
奪
わ
れ
、
内
実
に
気
付
か
な
い
俗
人
を
諭
す
深
み
が
あ
る
。



四
、「
丈
室
焚
香
坐
賦
」

次
に
、「
丈
室
焚
香
坐
賦
」（「
丈
室
に
て
香
を
焚
き
坐
す
る
の
賦
」）
を
見
て
み
た
い
。
六
篇
の
賦
中
、
最
も
仏
教
色
が
強
い
作
品
で
、
香
を
聞

く
こ
と
で
差
別
を
乗
り
越
え
る
こ
と
を
詠
う
。
前
半
の
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
広
が
り
を
描
く
部
分
は
、
北
宋
の
欧
陽
脩
「
秋
声
賦
」「
鳴
蝉
賦
」

の
描
写
に
似
通
う
。
後
半
の
議
論
の
整
然
と
し
た
さ
ま
は
北
宋
の
蘇
軾
「
前
赤
壁
賦
」
に
似
通
う
。
こ
の
作
品
も
ま
た
鈴
木
虎
雄
の
分
類
す
る
と

こ
ろ
の
「
文
賦
」
の
系
統
に
属
し
よ
う
。

十
笏
室
六
赤
牀
、
八
卦
瓷
一

香
。

微
烟
未
発
、
素
馥
先
揚
。

眼
耳
潜
伏
、
鼻
観
飛

。

経
香
肆
過
花
郷
、
跨
真
臘
超
占
城
。

不
文
武
之
均
火
、
起
清
妙
之
奇
芳
。

于
時
我
廬
不
覚

穢
、
浄
潔
薫

宛
如
厳
麗
之
上
方
。

十
笏
の
室

六
赤
の
牀
、
八
卦
の
瓷

一

の
香
。

微
烟
未
だ
発
せ
ざ
る
に
、
素
馥
先
づ
揚
が
る
。

眼
耳
潜
伏
し
、
鼻
観
飛

す
。

香
肆
を
経
花
郷
を
過
ぎ
、
真
臘
を
跨
ぎ
占
城
を
超
ゆ
。

文
武
な
ら
ざ
る
の
均
火
、
清
妙
の
奇
芳
起
く
。
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時
に
お
い
て
我
が
廬

穢
を
覚
え
ず
、
浄
潔
の
薫

宛
も
厳
麗
の
上
方
の
如
し
。

冒
頭
、「
十
笏
室
」「
六
赤
牀
」「
八
卦
瓷
」「
一

香
」
の
数
詞
対
の
畳
み
か
け
は
巧
み
で
あ
る
。
視
覚
と
聴
覚
を
閉
じ
、
嗅
覚
の
み
の
世
界
に

没
頭
す
る
と
、
香
に
よ
っ
て
無
限
の
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
世
界
が
広
が
る
。
身
体
器
官
の
感
覚
を
可
能
な
限
り
閉
ざ
す
こ
と
で
真
理
に
近
づ
こ

う
と
す
る
趣
向
は
い
か
に
も
禅
僧
ら
し
い
。

劈
絮
漸
上
、
亭
亭
余
尺
。

末
梢
微
揺
、
寸
屈
分
曲
。

散
乱
糸
、
敷
軽

。

雲
淡

、
烟
青
碧
。

冲
仙
霊
、
翔
鸞
鶴
。

于
時
我
廬
不
見
障
屏
、
高
宏
寛
博
乃
似
太
虚
之
寥
廓
。

若
夫
浄
吾
室
者
香
気
之
芬
烈
也
、
博
吾
室
者
香
烟
之
蓊
欝
也
。

芬
潔
而
言
之
茲
室
衆
香
国
也
、
寛
広
而
言
之
茲
室
華
蔵
刹
也
。

衆
香
而
可
送
香
飯
於
毘
耶
、
華
蔵
而
灑
甘
露
於
摩
竭
。

劈
絮
漸
く
上
り
、
亭
亭
と
し
て
尺
に
余
る
。

末
梢
微
揺
し
て
、
寸
に
屈
し
分
に
曲
る
。

乱
糸
を
散
じ
、
軽

を
敷
く
。



雲
は
淡

た
り
、
烟
は
青
碧
た
り
。

仙
霊
を
冲の

ぼ

ら
せ
、
鸞
鶴
を
翔
ら
し
む
。

時
に
お
い
て
我
が
廬
障
屏
を
見
ず
、
高
宏
寛
博
な
る
こ
と
乃
ち
太
虚
の
寥
廓
た
る
に
似
た
り
。

若
し
夫
れ
吾
が
室
を
浄
む
る
者
は
香
気
の
芬
烈
な
り
、
吾
が
室
を
博
む
る
者
は
香
烟
の
蓊
欝
な
り
。

芬
潔
な
る
こ
と
之
を
言
わ
ば
茲
の
室
衆
香
国
な
り
、
寛
広
な
る
こ
と
之
を
言
わ
ば
茲
の
室
華
蔵
の
刹
な
り
。

衆
香
は
香
飯
を
毘
耶
に
送
る
べ
く
、
華
蔵
は
甘
露
を
摩
竭
に
灑
ぐ
べ
し
。

こ
の
部
分
で
は
、
香
煙
が
立
ち
上
る
こ
と
で
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
広
が
り
、
狭
く
汚
い
部
屋
が
広
く
清
潔
に
感
じ
ら
れ
、
つ
い
に
は
衆
香
国

や
華
蔵
の
刹
と
い
っ
た
仏
教
的
ト
ポ
ス
に
す
ら
感
じ
ら
れ
る
と
言
う
。
香
煙
を
具
体
的
な
形
状
の
あ
る
事
物
に
喩
え
て
イ
メ
ー
ジ
を
広
げ
る
手
法

は
「
盆
石
賦
」
に
共
通
す
る
。

嗚
呼

室
為
衆
香
之
国
者
、
穢
而
浄
也
矣
。

隘
室
為
華
蔵
之
刹
者
、
狹
而
広
也
矣
。

我
不
離
坐
而
神
游
二
刹
者
、
静
而
動
也
矣
。

始
吾
廬
也
非
不
狭

焉
、
吾
坐
也
非
不
閑
静
焉
。

今
吾
室
也
非
不
浄
広
焉
、
吾
坐
也
非
不
游
動
焉
、

因
此
而
言
穢
未
必
不
浄
矣
、
狭
未
必
不
広
矣
、
静
未
必
不
動
矣
。

是
曰
妙
香
之
三
昧
、
託
於
古
詩
之
一
派
。
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嗚
呼

室
衆
香
の
国
と
為
る
は
、
穢
に
し
て
浄
な
る
か
な
。

隘
室
華
蔵
の
刹
と
為
る
は
、
狹
に
し
て
広
な
る
か
な
。

我
坐
を
離
れ
ず
二
刹
に
神
游
す
る
は
、
静
に
し
て
動
な
る
か
な
。

始
め
吾
が
廬
や
狭

な
ら
ざ
る
に
非
ず
、
吾
坐
す
る
や
閑
静
な
ら
ざ
る
に
非
ず
。

今
吾
が
室
や
浄
広
な
ら
ざ
る
に
非
ず
、
吾
坐
す
る
や
游
動
せ
ざ
る
に
非
ず
。

此
に
因
り
て
言
え
ば
穢
は
未
だ
必
ず
し
も
不
浄
な
ら
ず
。
狭
は
未
だ
必
ず
し
も
不
広
な
ら
ず
。
静
は
未
だ
必
ず
し
も
不
動
な
ら
ず
。

是
れ
妙
香
の
三
昧
と
曰
い
、
古
詩
の
一
派
に
託
す
。

汚
い
部
屋
が
衆
香
国
に
感
じ
ら
れ
、
狭
い
部
屋
が
華
蔵
の
刹
に
感
じ
ら
れ
、
座
っ
た
ま
ま
で
動
い
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。「
穢
」
と
「
浄
」、

「
狭
」
と
「
広
」、「
静
」
と
「
動
」
と
い
う
差
別
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
考
え
方
は
、
仏
教
思
想
の
み
な
ら
ず
『
莊
子
』
の
「
斉
一
」
の
思
想

に
も
通
ず
る
。
し
か
し
、
虎
関
は
「
浄
」「
広
」「
動
」
の
概
念
そ
の
も
の
が
無
意
味
だ
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
の
概
念
は
、
現
世

に
あ
る
が
ま
ま
の
も
の
と
し
て
認
め
る
け
れ
ど
も
、
自
分
の
心
の
持
ち
よ
う
で
差
別
が
乗
り
越
え
ら
れ
る
こ
と
を
説
く
こ
と
に
眼
目
が
あ
る
。
こ

の
作
品
は
仏
教
思
想
を
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
し
た
も
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
文
学
作
品
と
し
て
の
面
白
さ
は
、
華
麗
な
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
広
が

り
と
、
議
論
の
勢
い
の
良
さ
に
あ
る
。
文
学
作
品
が
、
読
者
を
仏
教
の
真
理
に
導
く
橋
渡
し
の
役
割
を
持
っ
て
作
ら
れ
た
と
し
て
も
、
そ
こ
へ
到

る
道
行
き
の
ほ
う
が
面
白
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
一
例
で
あ
ろ
う
。

以
上
、「
丈
室
焚
香
坐
賦
」
は
、
仏
教
思
想
を
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
し
て
、
文
学
作
品
と
し
て
の
面
白
さ
を
開
花
さ
せ
た
作
品
で
あ
る
。

五
、「
説
老
賦
」



「
説
老
賦
」
は
、
老
い
を
嘆
く
老
人
「
故
旧
の
一
叟
」
に
向
か
っ
て
老
い
の
長
所
を
説
く
内
容
の
賦
で
あ
る
。
梗
概
は
、
故
旧
の
一
叟
が
ま
ず

自
分
の
迷
い
を
述
べ
、
そ
れ
を
主
人
が
喝
破
す
る
と
い
う
も
の
で
、
漢
の
東
方
朔
「
非
有
先
生
論
」
に
似
通
う
。
前
半
の
諧
謔
的
な
詠
い
ぶ
り
は
、

戦
国
時
代
の
宋
玉
「
登
徒
子
好
色
賦
」
に
似
通
い
、
後
半
の
修
辞
と
思
索
が
融
合
し
た
筆
致
は
、
東
晋
の
孫
綽
「
遊
天
台
山
賦
」
に
似
通
う
。
ま

た
、
最
後
に
「
故
旧
の
一
叟
」
が
虎
関
の
説
得
に
感
服
し
て
「
作
」
る
部
分
は
、
楚
辞
の
「
漁
父
」
の
最
後
に
漁
父
が
詠
う
「
歌
」
の
、
抒
情
と

思
索
が
融
合
し
た
ト
ー
ン
に
似
通
う
。

故
旧
之
一
叟
、
通
謁
而
来
前
。

眉
縞
皚
不
界
髮
、
頭

低
於
肩
。

下
榻
而
相
揖
、
薦
坐
而
指
筵
。

趺
居
之
未
定
、
吐
気
而
敷
言
。

離
索
之
不
必
逖
、
風
馬
牛
可
及
焉
。

惟
老
羸
之
衰
困
、
隔
歳
月
之
周
旋
。

耳
籟
鳴
弗
切
聴
、
目
昏

弗
明
視
。

鼻

窒
臭
不
弁
、
舌
乾
梗
味
不
旨
。

腰
背
傴
偃
荒
行
、

（
膚
）
体
冷
冱
癈
（
廢
）
寝
。

悲
哉
老
境
過
患
、
不
啻
僂
尽
手
指
。

何
不
早
陥
溝
壑
、
乃
格
桑
楡
年
歯
。

忖
生
平
出
処
、
師
復
有
之
否
。
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故
旧
の
一
叟
、
通
謁
し
て
来
り
前
む
。

眉
は
縞
皚
に
し
て
髮
を
界
せ
ず
、
頭
は

と
し
て
肩
よ
り
低
し
。

榻
よ
り
下
り
て
相
揖
し
、
坐
を
薦
め
筵
を
指
す
。

趺
居
の
未
だ
定
ま
ら
ざ
る
に
、
気
を
吐
き
言
を
敷
く
。

離
索
必
ず
し
も
逖
か
ら
ず
、
風
馬
牛
及
ぶ
べ
し
。

惟
れ
老
羸
の
衰
困
、
歳
月
の
周
旋
を
隔
つ
。

耳
は
籟
鳴
切
に
聴
く
弗
く
、
目
は
昏

明
視
す
る
弗
し
。

鼻
は

窒
し
て
臭
弁
ぜ
ず
、
舌
は
乾
梗
し
て
味
旨
か
ら
ず
。

腰
背
は
傴
偃
に
し
て
行
を
荒
く
し
、

（
膚
）
体
は
冷
冱
に
し
て
寢
を
癈
（
廢
）
す
。

悲
し
い
か
な
老
境
の
過
患
、
啻
に
手
指
の
僂
尽
す
る
の
み
に
あ
ら
ず
。

何
ぞ
早
に
溝
壑
に
陥
ら
ず
し
て
、
乃
ち
桑
楡
の
年
歯
に
格い

た

る
や
。

生
平
の
出
処
を
忖は

か

る
に
、
師
も
復
た
之
有
り
や
否
や
と
。

こ
の
部
分
は
「
故
旧
の
一
叟
」
の
描
写
と
台
詞
で
あ
る
。
六
句
対
の
部
分
で
は
、
老
境
の
六
つ
の
苦
し
み
を
、
聴
覚
・
視
覚
・
嗅
覚
・
味
覚
の

衰
え
と
、
身
体
変
形
に
よ
る
歩
行
困
難
、
不
眠
で
あ
る
と
述
べ
る
。
虎
関
は
こ
れ
に
対
し
続
く
部
分
で
次
の
よ
う
に
説
く
。
聴
覚
と
視
覚
の
順
番

の
み
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
の
を
除
け
ば
、
回
答
の
順
番
は
整
然
と
し
て
い
る
。

錬
子
笑
曰
、
已
子
之
有
者
、
咸
我
之
有
也
。

然
子
之
憂
者
、
咸
我
之
喜
也
。



憶
昔
耽
色
、
老
我
恤
昧
。
是
所
以

粉
黛
也
。

憶
昔
耽
音
、
老
我
苦

。
是
所
以
忘
鄭
衛
也
。

憶
昔
耽
香
、
老
我
覚
塞
。
是
所
以
薄
馨
馥
也
。

憶
昔
耽
味
、
老
我
慵
餔
。
是
所
以
踈
膏
腴
也
。

憶
昔
耽
游
、
老
我
多
懶
。
是
所
以
遠
朋
伴
也
。

憶
昔
耽
眠
、
老
我
不
寐
。
是
所
以
去

思
也
。

茲
六
者
取
諸
益
不
亦
説
乎
。
況
不
在
冲
孺
而
在
耆
耋
乎
。

又
始
四
者
益
我
者
薄
矣
。
終
二
者
厚
矣
。

其
所
謂
厚
者
不
寐
、
故
剰
夜
遠
朋
。

故

昼
昼
夜
之
多
暇
也
、
閑
思
自
与
道
遘
。

往
彦
擲
璧
競
陰
、
是
少
壮
之
趨
走
。

今
我
多
益
饒
遑
、
幸
道
銅
之
邂
逅
。

錬
子
笑
い
て
曰
く
、
已
に
子
の
有
す
る
者
は
、
咸
な
我
の
有
す
る
な
り
。

然
れ
ど
も
子
の
憂
う
る
者
は
、
咸
な
我
の
喜
び
な
り
。

憶
う
昔
色
に
耽
る
、
老
い
て
我
恤
昧
た
り
。
是
れ
粉
黛
を

す

つ
る
所
以
な
り
。

憶
う
昔
音
に
耽
る
、
老
い
て
我

に
苦
し
む
。
是
れ
鄭
衛
を
忘
る
る
所
以
な
り
。

憶
う
昔
香
に
耽
る
、
老
い
て
我
塞
を
覚
ゆ
。
是
れ
馨
馥
を
薄
ん
ず
る
所
以
な
り
。

憶
う
昔
味
に
耽
る
、
老
い
て
我
餔
に
慵
し
。
是
れ
膏
腴
を
疎
ん
ず
る
所
以
な
り
。
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憶
う
昔
游
に
耽
る
、
老
い
て
我
懶
多
し
。
是
れ
朋
伴
に
遠
ざ
か
る
所
以
な
り
。

憶
う
昔
眠
り
に
耽
る
、
老
い
て
我
寐
ず
。
是
れ

思
を
去
る
所
以
な
り
。

茲
の
六
者
諸
益
を
取
る
、
亦
た
説
ば
し
か
ら
ず
や
。
況
や
冲
孺
に
在
ら
ず
し
て
耆
耋
に
在
る
を
や
。

又
た
始
め
の
四
者
は
我
を
益
す
る
こ
と
薄
し
。
終
り
の
二
者
は
厚
し
。

其
の
所
謂
厚
き
者
は
不
寐
、
故
に
夜
を
剰
し
朋
に
遠
ざ
か
る
。

故
に
昼
を

ま

し
昼
夜
の
暇
多
く
、
閑
思
し
て
自
ら
道
と
遘あ

う
。

往
彦
璧
を
擲
ち
て
陰
を
競
う
、
是
れ
少
壮
の
趨
走
な
り
。

今
我
益
多
く
遑
を
饒ま

し
、
道
銅
の
邂
逅
を
幸
と
す
。

虎
関
は
、
聴
覚
・
視
覚
・
嗅
覚
・
味
覚
の
衰
え
、
身
体
変
形
に
よ
る
歩
行
困
難
、
不
眠
は
、
欲
望
か
ら
の
解
放
に
繋
が
る
た
め
、
苦
し
み
で
は

な
く
む
し
ろ
喜
び
で
あ
る
と
詠
う
。
加
え
て
、
初
め
の
四
つ
よ
り
も
、
あ
と
の
二
つ
の
喜
び
は
さ
ら
に
大
き
い
と
言
う
。
な
ぜ
な
ら
友
人
と
会
う

時
間
や
睡
眠
時
間
が
減
少
す
る
こ
と
は
、
思
索
す
る
時
間
の
増
大
を
も
た
ら
す
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
身
体
的
な
感
覚
よ
り
も
精
神
面
の
充
実

を
尊
ぶ
思
想
、
と
り
わ
け
「
自
分
」
と
い
う
も
の
を
し
っ
か
り
持
つ
こ
と
を
重
要
視
す
る
思
想
が
汲
み
取
れ
る
。
ま
ず
、
視
覚
、
聴
覚
、
嗅
覚
、

味
覚
の
衰
え
に
よ
り
、
低
次
元
の
欲
求
が
薄
ら
い
だ
喜
び
を
述
べ
た
あ
と
、
さ
ら
に
ひ
ね
り
を
加
え
、
身
体
変
形
に
よ
る
歩
行
困
難
や
不
眠
と
い

う
、
生
活
の
根
本
に
関
わ
る
苦
し
み
す
ら
も
、
自
分
と
向
き
合
う
時
間
の
増
大
に
繋
が
る
た
め
喜
び
で
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
に
も
、
前
述
の
粘
り

強
い
漸
増
的
な
叙
述
法
が
活
か
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
部
分
に
続
け
て
、
年
を
取
ら
ね
ば
得
ら
れ
な
か
っ
た
栄
誉
や
、
夭
折
し
た
顔
淵
に
つ
い
て
述

べ
、「
若
さ
」
と
「
老
い
」
の
価
値
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
懸
け
離
れ
て
い
る
と
も
言
う
。

最
後
に
、
虎
関
に
説
得
さ
れ
た
「
故
旧
の
一
叟
」
が
、
感
極
ま
っ
て
「
作
」
る
部
分
は
、
賦
の
三
部
構
成
の
「
乱
」（
＝
ま
と
め
の
部
分
）
に

相
当
す
る
。



叟
辟
席
而
作
曰
、

牽
世
俗
之
貫
習
、
乖
睿
哲
之
典
謨
。

惟
翻
憂
而
為
喜
、
即
至
道
之
要
枢
。

適
因
款
晤
余
論
、

得
咳
唾
宝
珠
。

乞
貽
天
下
之
耄
艾
、
不
敢
独
秘
畜
于
吾
。

叟

席
を
辟
け
て
作
り
て
曰
く
、

世
俗
の
貫
習
を
牽
き
、
睿
哲
の
典
謨
に
乖
く
。

惟
れ
憂
い
を
翻
し
て
喜
び
と
為
し
、
至
道
の
要
枢
に
即
く
。

適
た
ま
た
ま

款
語
の
余
論
に
因
り
て
、
咳
唾
の
宝
珠
を
ひ
ろ

い
得
た
り
。

乞
う
天
下
の
耄
艾
に
貽お

く

れ
、
敢
え
て
独
り
吾
に
秘
畜
せ
ざ
れ
。

世
俗
の
既
成
観
念
か
ら
脱
却
し
た
喜
び
を
詠
う
こ
の
部
分
に
は
、
儒
家
的
な
語
「
睿
哲
之
典
謨
」
と
仏
教
語
「
宝
珠
」
が
同
等
に
並
べ
ら
れ
て

い
る
。
こ
こ
で
も
、
儒
家
・
仏
教
の
思
想
を
包
括
的
に
述
べ
よ
う
と
す
る
虎
関
の
態
度
が
窺
え
る
。

六
、「
文
竹
管
賦
並
序
」

「
文
竹
管
賦
並
序
」
は
、
虎
関
の
六
篇
の
賦
の
中
で
最
大
の
長
篇
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
、
前
漢
の
王
褒
の
「
洞
簫
賦
」
を
代
表
と
す
る
詠
物
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の
賦
の
系
統
に
属
す
る
。
筆
管
を
テ
ー
マ
と
し
た
先
行
の
賦
作
品
は
、
虎
関
自
身
が
序
に
お
い
て
触
れ
て
い
る
唐
の
李
徳
裕
「
斑
竹
管
賦
」（『
文

苑
英
華
』
巻
一
○
六
「
器
用
」
の
部
立
て
所
収
。
た
だ
し
『
文
苑
英
華
』
で
は
「
斑
竹
筆
管
賦
」
に
作
る
）
ほ
か
、『
文
苑
英
華
』
巻
一
○
六

「
器
用
」
の
部
立
て
に
数
篇
見
え
る
。
竹
の
産
地
か
ら
書
き
始
め
る
手
法
は
「
洞
簫
賦
」
を
踏
ま
え
る
。

東
山
信
戸
藏
岑
、
亘
岩
谷
篠
蕩
林
。

地
隣
北
陸
、
気
候
冱
陰
。

積
雪
数
丈
、
竹
遭
圧
填
。

瀋
液
漸
漬
、
乃
生
奇
文
。

其
曲
者
如
渚
、
回
者
如
塘
、
峙
者
如
島
、
平
者
如
浜
。

波
濤
千
尺
、
漣

寸
分
。

遥
汀

浦
、
千
里
無
垠
。

其
罩
者
如
霧
、
縟
者
如
霞
、
蒸
者
如
烟
、
靄
者
如
雲
。

風
景
万
状
、
朝
曦
夕

。

沈
寥
寛
郭
、
目
送
蒼
旻
。

東
山
の
信
戸
藏
の
岑
、
岩
谷
に
亘わ

た

る
篠
蕩
の
林
。

地
は
北
陸
に
隣
り
、
気
候
は
冱
陰
た
り
。

積
雪
数
丈
、
竹
圧
填
に
遭
う
。

瀋
液
漸
く
漬ひ

た

し
、
乃
ち
奇
文
を
生
ず
。



其
の
曲
れ
る
者
は
渚
の
如
く
、
回
れ
る
者
は
塘
の
如
く
、
峙
る
者
は
島
の
如
く
、
平
な
る
者
は
浜
の
如
し
。

波
濤
千
尺
、
漣

寸
分
。

遥
汀

浦
、
千
里
垠
無
し
。

其
の
罩お

お

う
者
は
霧
の
如
く
、
縟し

げ

き
者
は
霞
の
如
く
、
蒸
す
者
は
烟
の
如
く
、
靄
た
る
者
は
雲
の
如
し
。

風
景
万
状
、
朝
の
曦

ひ
か
り

夕
の

ひ
か
り

。

沈
寥
寛
郭
、
目
は
蒼
旻
を
送
る
。

信
州
の
戸
隠
に
生
え
た
竹
は
、
厳
し
い
積
雪
に
よ
り
様
々
な
模
様
を
生
じ
る
。
そ
の
模
様
を
渚
、
塘
、
島
、
浜
と
い
う
形
の
は
っ
き
り
し
た
事

物
に
喩
え
た
後
、
霧
、
霞
、
烟
、
雲
と
い
う
、
形
の
捉
え
が
た
い
事
物
に
も
喩
え
る
。
さ
ら
に
、
竹
の
模
様
の
観
賞
に
よ
り
発
生
し
た
イ
マ
ジ
ネ

ー
シ
ョ
ン
は
、
具
体
的
な
事
物
の
描
写
か
ら
、
万
状
の
風
景
の
描
写
へ
と
発
展
す
る
。
事
物
を
眺
め
連
想
を
続
け
る
う
ち
に
、
無
限
の
イ
マ
ジ
ネ

ー
シ
ョ
ン
の
世
界
へ
飛
躍
し
て
い
く
と
い
う
発
想
は
、「
盆
石
賦
」
と
共
通
す
る
。

こ
の
部
分
は
、
前
漢
の
枚
乗
「
七
発
」
な
ど
漢
代
以
前
の
賦
に
見
ら
れ
る
、
直
喩
を
純
粋
に
楽
し
む
叙
述
法
の
流
れ
を
受
け
て
い
る
。
虎
関
は

こ
の
い
わ
ば
原
始
的
な
直
喩
を
、
無
限
の
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
へ
没
入
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
巧
妙
に
利
用
し
て
い
る
。

続
い
て
、
竹
を
め
ぐ
り
様
々
な
思
索
を
繰
り
広
げ
、
信
州
の
厳
し
い
雪
の
重
み
に
さ
ら
さ
れ
た
竹
の
み
が
模
様
を
生
じ
る
こ
と
を
、
人
間
が
厳

し
い
学
問
を
し
て
始
め
て
「
文
」
を
身
に
つ
け
る
よ
う
な
も
の
だ
と
も
言
う
。
続
く
部
分
で
は
、
竹
管
に
は
「
内
外
の
文
」
が
あ
る
と
詠
う
。

斯
竹
也
、
俗
施
諸
器
。
我
作
筆
管
者
文
之
類
也
。

其
管
之
為
用
也
、
有
内
外
之
文
矣
。

明
窓
滑
几
、
供
揮
灑
也
、
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屋
漏
錐
沙
、
銀
鉤
銕
画
、

桃
之
枯
藤
、
峭
壁
之
垂
葛
、

鸞
鳳
之
回
翔
、
龍
蛇
之
蟠
屈
者
、
外
文
也
。

岑
楼
寛
閣
、
幽
室
独
榻
、
采
管
覃
思
也
、

奇
趣
雲
起
、
偉
詞
泉
沸
、

韶

合
響
、
咸
池
交
曲
、

則
風
雅
之
徽
音
、
駕
彖
挿
之
高
格
、

典
謨
誓
誥
、
索
隠
探

者
、
内
文
也
。

斯
の
竹
や
、
俗
は
諸
器
に
施
す
。
我
筆
管
を
作
る
は
文
の
類
な
り
。

其
れ
管
の
用
為
る
や
、
内
外
の
文
有
り
。

明
窓

滑
几
、
揮
灑
に
供
え
、

屋
漏
錐
沙
、
銀
鉤
銕
画
、

桃
の
枯
藤
、
峭
壁
の
垂
葛
、

鸞
鳳
の
回
翔
し
、
龍
蛇
の
蟠
屈
す
る
は
、
外
文
な
り
。

岑
楼
寛
郭
、
幽
室
独
榻
、
管
を
采
り
思
い
を
覃の

ぶ
る
や
、

奇
趣
雲
の
ご
と
く
起
き
、
偉
詞
泉
の
ご
と
く
沸
き
、

韶

響
を
合
わ
せ
、
咸
池
曲
を
交
え
、

風
雅
の
徽
音
に
則
り
、
彖
挿
の
高
格
に
駕
し
、



典
謨
誓
誥
、
隠
を
索
り

を
探
る
は
、
内
文
な
り
。

竹
を
筆
管
に
作
れ
ば
、
竹
に
「
内
文
」
と
「
外
文
」
と
が
生
ま
れ
る
。「
外
文
」
と
は
、
筆
を
揮
っ
て
現
れ
る
美
し
い
書
体
の
数
々
で
あ
る
。

「
内
文
」
と
は
、
筆
を
握
っ
て
思
い
を
め
ぐ
ら
す
時
に
心
中
に
現
れ
る
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
知
の
世
界
で
あ
る
。「
文
竹
」
の
「
文
」
の
イ
メ

ー
ジ
を
広
げ
る
た
め
に
、「
外
文
」「
内
文
」
と
い
う
概
念
を
作
り
出
し
た
発
想
は
奇
抜
で
あ
る
。

あ
る
物
か
ら
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
広
が
る
こ
と
を
述
べ
る
点
は
「
洞
簫
賦
」
以
来
の
詠
物
賦
の
手
法
を
踏
襲
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
洞
簫

賦
」
で
は
洞
簫
の
音
色
が
引
き
金
と
な
っ
て
、
場
面
が
次
々
と
頭
に
浮
か
ぶ
こ
と
で
悲
し
さ
や
楽
し
さ
を
パ
セ
テ
ィ
ッ
ク
に
表
現
し
て
い
た
。
こ

れ
に
対
し
、「
文
竹
管
賦
」
は
竹
か
ら
広
が
る
イ
メ
ー
ジ
を
華
麗
な
筆
致
で
描
く
も
の
の
の
、
そ
の
楽
し
さ
は
あ
く
ま
で
理
知
的
で
あ
る
。

復
斯
竹
也
、
不
特
文
其
質
也
、

又
能
令
所
依
之
者
文
焉
、
文
竹
之
称
可
謂
協
実
乎
。

不
器
之
器
多
変
態
乎
。

易
有
天
文
之
人
文
而
無
地
文
焉
。

我
言
斯
竹
者
地
文
也
、
蓋
生
地
而
有
文
也
。

又
夫
斯
竹
也
、
天
文
也
、
其
文
自
然
而
非
造
作
也
。

又
人
文
也
、
人
采
管
而
文
思
発
也
。

嗚
呼
兼
三
才
之
文
者
、
其
唯
斯
竹
乎
。

復
た
斯
の
竹
や
、
特
り
其
の
質
を
文
る
の
み
な
ら
ず
、
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又
た
能
く
依
る
所
の
者
を
し
て
文
な
ら
し
む
、
文
竹
の
称
実
に
協
う
と
謂
う
べ
し
。

不
器
の
器

変
態
多
し
。

易
に
天
文

人
文
有
り
て
地
文
無
し
。

我
斯
の
竹
を
地
文
と
言
わ
ん
、
蓋
し
地
に
生
じ
て
文
有
れ
ば
な
り
。

又
た
夫
れ
斯
の
竹
や
、
天
文
な
り
、
其
の
文
自
然
に
し
て
造
作
に
非
ざ
れ
ば
な
り
。

又
た
人
文
な
り
、
人
管
を
采
れ
ば
文
思
発
す
れ
ば
な
り
。

嗚
呼

三
才
の
文
を
兼
ぬ
る
者
は
、
其
れ
唯
だ
斯
の
竹
の
み
か
。

「
文
竹
」
の
「
文
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
広
げ
る
た
め
に
、『
易
経
』
に
見
え
る
中
国
の
伝
統
的
概
念
「
天
文
」「
人
文
」
の
ほ
か
に
、「
地
文
」
と
い

う
概
念
を
作
り
出
し
、
そ
れ
ら
を
「
三
才
之
文
」
と
名
付
け
る
発
想
は
奇
抜
で
あ
る
。
ま
た
、
文
竹
の
模
様
が
天
然
の
も
の
で
あ
る
こ
と
の
称
揚

は
、「
緑
蔭
亭
賦
」
に
お
け
る
自
然
の
摂
理
の
称
揚
に
通
じ
る
。

最
後
に
、
短
い
「
歌
」
で
、
竹
と
人
は
苦
難
に
耐
え
て
文
を
な
す
点
に
お
い
て
共
通
す
る
と
述
べ
る
。

竹
之
質
兮
人
之
質
、
竹
之
文
兮
人
之
文
。

竹
不
雪
兮
不
文
、
人
不
学
兮
不
文
。

君
子
之
竹
兮
君
子
之
人
、
人
肖
竹
兮
竹
肖
人
。

竹
の
質
や
人
の
質
、
竹
の
文
や
人
の
文
。

竹
雪
ふ
ら
ざ
れ
ば
文
な
ら
ず
、
人
学
ば
ざ
れ
ば
文
な
ら
ず
。



君
子
の
竹
よ
君
子
の
人
よ
、
人
竹
に
肖
た
り
竹
人
に
肖
た
り
。

竹
と
人
と
が
似
通
う
と
詠
う
こ
の
部
分
に
は
、
儒
仏
両
方
の
考
え
が
汲
み
取
れ
る
。
中
国
で
は
「
竹
」
が
高
い
精
神
性
の
象
徴
と
さ
れ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
部
分
か
ら
は
、
竹
に
鑑
み
て
人
格
を
陶
冶
す
べ
し
と
の
教
訓
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
っ
ぽ
う
、
苦
難
に
耐

え
て
成
長
す
る
と
き
人
も
竹
も
一
如
で
あ
る
と
の
発
想
を
読
み
取
る
こ
と
も
で
き
る
。
高
い
精
神
性
を
追
求
す
る
儒
家
的
な
発
想
と
、
万
物
に
区

別
は
な
い
と
説
く
仏
教
的
な
思
想
の
両
方
が
「
雪
中
の
竹
」
と
い
う
美
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
背
景
に
展
開
さ
れ
、
思
索
と
抒
情
の
高
次
の
結
び
つ
き

を
作
り
出
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

虎
関
の
六
篇
の
賦
は
、
い
ず
れ
も
テ
ー
マ
が
明
快
で
あ
り
、
条
理
は
整
然
と
し
て
い
る
。
仏
教
的
な
発
想
を
随
所
に
鏤
め
て
い
る
も
の
の
、
宗

教
心
や
仏
教
の
知
識
が
乏
し
い
読
者
に
も
楽
し
め
る
文
学
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
内
容
の
醍
醐
味
の
一
つ
は
世
俗
の
既
成
観
念
を
根
本
か
ら
覆
す

よ
う
な
物
の
見
方
の
転
換
で
あ
る
。
こ
の
物
の
見
方
の
転
換
が
も
た
ら
す
痛
快
さ
は
、
仏
教
に
興
味
が
な
い
読
者
を
も
仏
教
に
興
味
を
持
た
せ
る

に
足
る
。
現
世
の
迷
い
や
苦
し
み
か
ら
読
者
を
解
放
し
よ
う
と
試
み
る
点
に
は
、
禅
文
学
と
し
て
の
性
格
が
色
濃
く
表
れ
て
い
る
。
五
山
文
学
で

は
、
禅
の
悟
り
の
境
地
は
詩
で
も
表
現
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
詩
の
場
合
に
は
短
い
語
句
に
よ
っ
て
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
も
の
が
、
賦
に
お
い
て

は
議
論
や
粘
り
強
い
説
得
の
形
式
に
よ
っ
て
、
宗
教
心
の
な
い
読
者
に
も
よ
り
明
確
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、

虎
関
が
賦
と
い
う
形
式
を
選
択
し
た
こ
と
は
成
功
を
納
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

表
現
に
つ
い
て
見
る
と
、
対
句
、
体
物
（
＝
客
観
的
描
写
）、
舗
陳
、
諧
謔
と
い
っ
た
賦
の
属
性
を
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
て
巧
み
に
使
い
こ
な
し

て
い
る
。
ま
た
、
叙
述
法
に
つ
い
て
言
う
と
、
戦
国
時
代
の
賦
の
問
答
体
、
漢
賦
の
壮
大
華
麗
な
筆
致
、
魏
晋
賦
の
抒
情
、
宋
賦
の
論
理
と
い
っ
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た
、
中
国
の
歴
代
の
賦
の
叙
述
法
の
全
て
を
消
化
し
、
場
面
に
合
わ
せ
て
巧
み
に
使
い
こ
な
し
て
い
る
。

虎
関
の
六
篇
の
賦
は
内
容
も
叙
述
法
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
む
た
め
、
特
徴
を
一
言
で
ま
と
め
る
の
は
難
し
い
け
れ
ど
も
、
敢
え
て
次
の
三
点
を

挙
げ
た
い
。
一
つ
目
は
、
物
の
見
方
の
大
胆
な
転
換
。
二
つ
目
は
、
漸
増
的
で
粘
り
強
い
論
理
の
展
開
。
三
つ
目
は
、
仏
、
儒
、
老
荘
の
思
想
を

包
括
的
に
述
べ
る
こ
と
。
た
し
か
に
北
村
が
指
摘
し
て
い
た
よ
う
に
、
虎
関
の
論
理
に
牽
強
付
会
な
面
が
あ
る
の
は
否
定
で
き
な
い
の
だ
け
れ
ど

も
、
様
々
な
角
度
か
ら
粘
り
強
く
説
く
論
法
は
そ
の
瑕
疵
を
も
カ
バ
ー
し
う
る
迫
力
が
あ
る
。

虎
関
以
外
の
五
山
僧
も
賦
や
楚
辞
の
系
統
を
受
容
し
た
作
品
を
残
し
て
い
る
。
中
巌
圓
月
の
賦
は
楚
辞
の
「
離
騷
」「
渉
江
」
の
悲
憤
慷
慨
の

要
素
や
北
斉
の
顔
之
推
「
観
我
生
賦
」
の
自
己
観
照
の
要
素
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
り
、
龍
泉
令
淬
の
賦
は
梁
の
劉
峻
「
広
絶
交
論
」
の
議
論
の

影
響
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
が
あ
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
虎
関
は
中
国
の
歴
代
の
賦
作
品
を
広
範
に
踏
襲
し
て
い
る
点
で
、
五
山
の

賦
家
の
中
で
も
突
出
し
た
存
在
で
あ
る
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
稿
は
、
虎
関
の
賦
の
内
容
を
紹
介
し
、
内
容
お
よ
び
叙
述
法
の
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
虎
関
の
賦
の
押
韻
法
、
先
行
作
品
と
の
比
較
、

他
の
五
山
僧
の
辞
賦
作
品
と
の
比
較
な
ど
、
論
ず
べ
き
問
題
は
多
く
残
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
今
後
、
稿
を
改
め
て

個
別
に
論
じ
て
い
き
た
い
。

〔
註
〕

（
１
）

中
国
の
文
体
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
数
多
い
け
れ
ど
も
、
本
稿
で
は
主
に
林
田
愼
之
助
『
中
国
中
世
文
学
評
論
史
』（
創
文
社
、
一
九
七
九
年
）、
興
膳
宏

『
中
国
の
文
学
理
論
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
八
八
年
）、

斌
傑
『
中
国
古
代
文
体
概
論
（
増
訂
本
）』（
北
京
大
学
出
版
社
、
一
九
九
○
年
）
を
参
考
に
し
た
。

（
２
）
『
平
安
朝
日
本
漢
文
学
史
の
研
究
　
増
訂
版
』
明
治
書
院
、
一
九
六
四
年
、
二
三
六
〜
二
三
七
頁
。

（
３
）

鈴
木
虎
雄
『
賦
史
大
要
』（
富
山
房
、
一
九
三
六
年
）
四
二
〜
五
三
頁
。

（
４
）

賦
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
数
多
い
け
れ
ど
も
、
本
稿
で
は
主
に
注
３
前
掲
鈴
木
虎
雄
『
賦
史
大
要
』、
馬
積
高
『
賦
史
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
七
年

刊
、
一
九
九
八
年
第
二
版
）、
陳
慶
元
『
賦：

時
代
投
影
与
体
制
演
変
』（
広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
二
○
○
○
年
）
を
参
考
に
し
た
。

（
５
）

虎
関
師
錬
の
別
集
『
済
北
集
』
の
ほ
か
、
中
巌
圓
月
の
別
集
『
東
海
一

集
』、
龍
泉
令
淬
の
別
集
『
松
山
集
』
に
賦
作
品
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
夢
巌
祖
応



の
別
集
『
旱
霖
集
』、
義
堂
周
信
の
別
集
『
空
華
集
』
に
楚
辞
の
名
を
冠
し
た
辞
賦
作
品
が
見
ら
れ
る
。

（
６
）

虎
関
の
中
国
の
文
学
理
論
の
理
解
に
つ
い
て
は
蔭
木
英
雄
『
五
山
詩
史
の
研
究
』（
笠
間
書
院
、
一
九
七
七
年
）
一
四
一
〜
一
五
七
頁
に
詳
し
い
。

（
７
）

虎
関
の
音
韻
研
究
書
『
聚
分
韻
略
』
に
つ
い
て
の
研
究
は
奥
村
三
雄
『
聚
分
韻
略
の
研
究
』（
風
間
書
房
、
一
九
七
三
）
が
あ
る
。

（
８
）

注
６
前
掲
『
五
山
詩
史
の
研
究
』
一
四
三
頁
。

（
９
）

富
山
房
、
一
九
四
一
年
。

（
10
）

原
文
「
説
老
職
」
に
作
る
。

（
11
）
『
済
北
集
』
は
国
立
公
文
書
館
（
内
閣
文
庫
）
所
蔵
、
慶
安
三
年
刊
本
（
旧
蔵
者
、
和
学
講
談
所
）
を
テ
キ
ス
ト
と
し
た
。

（
12
）

同
じ
く
盆
石
を
テ
ー
マ
と
し
た
も
の
に
、
龍
泉
令
淬
（
？
〜
一
三
六
五
）
の
「
盆
石
詩
序
」
が
あ
る
。
中
川
徳
之
助
は
『
日
本
中
世
禅
林
文
学
論
攷
』（
清
文

堂
、
一
九
九
九
年
）
二
二
四
〜
二
二
五
頁
で
龍
泉
令
淬
の
「
盆
石
詩
序
」
を
取
り
上
げ
「
一
挙
石
、
盈
尺
水
に
山
水
の
佳
景
極
観
を
観
ず
べ
き
こ
と
を
説
い
て
い

る
」
と
述
べ
て
い
る
。
発
想
の
面
で
虎
関
の
「
盆
石
賦
」
と
の
類
似
性
が
指
摘
で
き
る
。
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虎関師錬の賦をめぐって


